
合唱コンクールに向けて ～「目的」と「目標」の違い～ 校長よりひとこと

学年別合唱コンクールが１１月２日（月）に開催されます。これまでコロナ禍の影響で会場、日程など様々

な変更を余儀なくされてきました。そんな中、皆さんは文句ひとつ言わず、頑張ってくれています。

まずはそのことに心から感謝したいと思います。本当にどうもありがとう。

本番は各クラスのこれまでの練習の成果が試されるときです。心ひとつにハーモニーを響かせて欲しいと
思います。
さて、皆さんは合唱コンクールの「目的」は何だと思いますか？
そして「目標」はどうですか？
おそらく「目標」は各クラスが「金賞を獲りたい！」と思って、頑張ってくれていることと思います。
ただ、もう一度原点に返って、この合唱コンクールが終わったときに、どんなクラスになっていたいのか？
どんな自分になっていたいのか？そこを考えて欲しいのです。これが合唱コンクールの「目的」です。
何をするにも「目標」を立てることはとても大切なことです。しかし、それ以上に大切なことが、その
「目的」を分かって行動することだと私は思います。つまり「何のために」です。
「何のために」合唱コンクールや体育大会があるのか？
そこを考えることで今、自分がやるべきことが見えてくるのではないでしょうか？
話はそれますが、テストにおいても同じことが言えます。得点をたくさん取ることは「目標」であります。
部活動で優勝すること。これも「目標」です。そのことよりももっと大切なこと。
これが「何のために自分は頑張るのか？」という「目的」です。

金賞を獲るという「目標」の向こうに
「感動させる歌を歌って、家族を喜ばせたい」
「仲間と心をひとつにしてクラスを団結させたい」
「いつもお世話になっている担任の先生に恩返しがしたい」
「仲間の良いところを見つけて、これからも尊敬できる関係でいたい」など
こうしたそれぞれが自分自身の「目的」を持って頑張って欲しいのです。
そうすれば結果ももちろん大切ですが、お金では買えないもっと大きな感動が自分の心に残ることと思い
ます。私は担任を１９年間させて頂きましたが、今でも全てのクラスの曲と順位を覚えています。
それだけ教師にとっても毎年毎年生徒と共に必死で打ち込める行事。それが合唱コンクールです。
皆さんの人生にうるおいと勢いをもたらす合唱コンクールです。自分の持つ全てをぶつけて下さいね。

私が思う大切なこと

１．仲間を信じること・・「自分だけではない。仲間がいる」と信じて歌うこと。指揮者だけを見て。

２．自分を信じること・・自分のパート、歌詞は確実に覚えてくる。そうすれば当日不安はない。

３．歌詞が聴き手にはっきりと聴こえるように歌うこと・・・
歌詞の意味をかみしめること。その歌詞にこめられたメッセージを、聴いている人たちに全員に
届ける気持ちで。自信のない声は人に伝わらない。

４．舞台を降りるとき、「やりきった！」と思えるように、悔いを残すな。

５．何と言っても「心」・・心が一番大事。心で歌えば人に伝わり、そこに感動が生まれる。

最後に

「合唱と思うな！人生と思え！」
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淀学区防災訓練（１０月１１日（日）明親小学校にて）

１０月１１日（日）明親小学校にて淀学区総合防災訓練が行われました。
密を避けるために各町内の代表の方々が訓練をされました。
居住スペース設営では簡易テントの設置方法、段ボールによるパーテーシ
ョンテントや簡易ベッドの作り方、さらに避難所設営運営資機材の説明と設
置方法など３つのグループが順次交代しながらの研修訓練を行いました。
新型コロナ対策をしつつも災害は待ってくれません。密を避けながらどう
やって避難所で過ごしていくのかも含めて、大変貴重な訓練でした。
淀南学区の防災訓練は１１月１日（日）美豆小学校にて同じ内容で行う予
定です。

吹奏楽部 オータムコンサート （ １０月１０日(土) 大淀中体育館にて）

１０月１０日（土）吹奏楽部オータムコンサートが体育館で行われました。心配された台風の影響もな
く、うっすらと日差しもさし、ちょうど過ごしやすい気温で保護者や在校生の観覧の下、盛大に開催され
ました。３年生にとってはこのコンサートを持って引退となります。今年に入って新型コロナウイルスの
影響もあり、大きな発表の場がたくさん奪われてしまい、大変辛い思いをしてきた訳ですが、それらを吹
き飛ばす３年間の集大成を聴かせてくれました。
スプリングコンサートをはじめ、駅ビルコンサートや吹奏楽コンクールの中止はモチベーションを保つに
は相当なものであったと思います。 本当にこれまでよく頑張ってくれました。 最後の曲「ありがとう」
をバックに毎年恒例となった３年生の引退スピーチは感動を誘いました。全ての生徒が「ありがとうござ
いました」と言って花道を引き揚げていきました。感極まる姿、涙をこらえきれないこれまでの思いが走
馬燈の様によみがえったことでしょう。これからまた新たな挑戦の始まりです。そして１・２年生は先輩
の伝統を受け継いで、さらに素晴らしい演奏を聴かせて欲しいと思います。

演奏曲
ステージ１
１．校歌
２．ＨＥＲＯＩＣ ＳＫＥＴＣＨＥＳ
３．パプリカ
（１年生によるミニコンサート）

ステージ２
１．３年生の各グループによるアンサンブル
（鬼滅の刃 宿命 髭男メドレー 小さな恋の歌）
２．夏疾風
（１年生によるミニコンサート）

ステージ３
１．ＬＥＴ’Ｓ Ｓｗｉｎｇ！
２．勇気りんりん
３．ありがとう

家庭科部 稲刈りにチャレンジ（１０月１２日（月） 美豆小学校前の田んぼにて）

家庭科部が１０月１２日（月）美豆小学校前の田んぼで地域の農家の方々の協
力を得て、稲刈りにチャレンジしました。
「お米」になるまでの長い作業工程と多くの知恵と工夫にびっくりでした！！
農家の方々にはのこぎり鎌を使っての稲刈りの方法やお米作りの知恵と工夫を
教えていただきました。また、広い田んぼの稲を刈るためには、大変な労力が必
要であることを実感しました。そして私たちが毎日食する「お米」。「お米」にな
るまでに、約１年がかりという長い、様々な作業工程があること知りました。
大変貴重な体験をさせて頂き、本当に良かったです。


